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庄原市帝釈峡博物展示施設 時悠館
稲村秀介

令和元年６月８日（土）
当館研修室

時悠館春・夏企画展「知られざる比婆山信仰の世界」

庄原市帝釈峡博物展示施設 時悠館
稲村秀介

令和元年６月８日（土）
当館研修室

時悠館春・夏企画展「知られざる比婆山信仰の世界」

庄原市西城町 熊野神社境内遺跡 弥生土器 （約2,000年前）
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１．『出雲国風土記』にみる備後国境

１．『出雲国風土記』にみる備後国境
◆交通の要衝、『出雲国風土記』にみえる「常置剗」（つねきのせき）

遊託（記）山剗遺跡の推定地
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１．『出雲国風土記』にみる備後国境

①遊託(記)山
（烏帽子山）

②比市(布)山
（毛無山
あるいは
王貫峠）

③荒鹿坂
（草峠）

④三坂
（赤名峠）

①遊託(記)山【常置剗】

②比市(布)山
【権置剗】

③荒鹿坂【常置剗】

④三坂【常置剗】 （加藤義成1965「出雲国風土記要図」『出雲國風土記 校注』）

１．『出雲国風土記』にみる備後国境
◆仁多郡 郷４、里１２ ・・・「にたしき小国なり」（ｂｙオオナムチ）
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4

１．『出雲国風土記』にみる備後国境
◆仁多郡 郷４、里１２ ・・・「にたしき小国なり」（ｂｙオオナムチ）

１．『出雲国風土記』にみる備後国境
◆飯石郡 郷７、里１９ ・・・「国どころなり」（ｂｙスサノオ）

（
「
國
處
」
生
活
の
場
と
し
て
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応
し
い
地
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（
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隈
々
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き
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入
り
込
ん
だ
谷
）
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１．『出雲国風土記』にみる備後国境
◆飯石郡 郷７、里１９ ・・・「国どころなり」（ｂｙスサノオ）

船通山
（島根県奥出雲町・
鳥取県日南町）

ヤマタノオロチが
住んだという山

スサノオノミコト
ゆかりの地

9

10



6

船通山
からみた

比婆山連峰

と、周辺の峰々

２．比婆山の「再発見」
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２．比婆山の「再発見」

◆『古事記』の比婆山神話 故
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２．比婆山の「再発見」

◆各地に伝わる「比婆山」伝説地

広島県庄原市 比婆山（御陵）

島根県安来市 比婆山（久米神社）
三重県熊野市 花の窟神社
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２．比婆山の「再発見」

◆巨大な信仰世界

◆比婆山信仰圏

２．比婆山の「再発見」

世界遺産
「紀伊山地の霊場と参詣道」

登録面積： 約５ｋ㎡
緩衝地域：113.7ｋ㎡
分布範囲：3,600ｋ㎡以上

世界遺産
「富士山 信仰の対象と芸術の源泉」

登録面積： 207ｋ㎡
緩衝地域： 496ｋ㎡
分布範囲：約700ｋ㎡

「比婆山信仰圏」

登録面積： ― ｋ㎡
緩衝地域： ― ｋ㎡
分布範囲：2,000ｋ㎡以上

◆どれだけ広いのか？
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２．比婆山の「再発見」

◆４つの参詣路と
求心構造

遥拝エリア

登拝エリア

神域エリア

４つの参詣路
・出雲口
・六ノ原口
・備後東口
・備後西口

求心構造
・遥拝エリア
・登拝エリア
・神域エリア

◆４つの参詣路と求心構造

出雲口

【山上の斎所】

【下の斎所】
「大峠村の斎所」

【山上の斎所】
出雲烏帽子岩

御陵

【下の斎所】
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２．比婆山信仰圏の再発見

六ノ原口

【山上の斎所】

【下の斎所】

【下の斎所】
山之神

【山上の斎所】
「石村の斎所」

御陵

◆４つの参詣路と求心構造

２．比婆山信仰圏の再発見

備後東口

【下の斎所】

【山上の斎所】

【下の斎所】
熊野神社

【山上の斎所】
備後烏帽子岩

御陵
◆４つの参詣路と求心構造
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２．比婆山信仰圏の再発見

備後西口

【山上の斎所】

【下の斎所】

【下の斎所】
比婆山神社

【山上の斎所】
七本栂
（恵蘇烏帽子岩）

御陵

◆４つの参詣路と求心構造

遥拝エリア

◆４つの参詣路と求心構造

道後山神籠石
熊野神社 第一鳥居

道後山神籠石から
御陵を遥拝

下湯川の常夜燈から
御陵を遥拝
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◆４つの参詣路と求心構造

登拝エリア
【下の斎所】

【山上の斎所】

【山上の斎所】

【山上の斎所】

【下の斎所】

【下の斎所】
比婆山神社

【山上の斎所】
七本栂（恵蘇烏帽子岩）

【下の斎所】
熊野神社

【山上の斎所】
備後烏帽子岩

【山上の斎所】
出雲烏帽子岩

◆４つの参詣路と求心構造

神域エリア

御陵の円丘

御陵石
「門栂」（比婆山のイチイ群）

「神聖之宿処」碑（徳富蘇峰書）
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◆４つの参詣路と求心構造

庄原市教育委員会2016「御陵円丘周辺測量図」

◆４つの参詣路と求心構造

庄原市教育委員会2016「御陵円丘平面図」
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３．高天原の神々と備北

◆イザナミとイザナキが生んだ
「古事記」の神々

木
・

屋
根

家

・
入
口

出雲大社の
祭神。

伊勢神宮の
祭神。

庄原市西城町の、
おおや おおと

「大屋」 「大戸」
と 名前がそっくり !!

末っ子の「ヒノカグツチ」（火の神、製鉄神）を
生んで、やけどで亡くなった。

「比婆の山」へ葬られた。

亡くなるときにも、多くの神が生まれた。

鉄土水

火

高天原から「天孫降臨」した、
天皇の祖先神！

ヤマタノオロチを
退治した。
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３．高天原の神々と備北

◆イザナミとイザナキが生んだ
「古事記」の神々

初代天皇とされる神

３．高天原の神々と備北

◆備北の古社
（１）国生み・神生み、ヒノカグツチの出産とイザナミの死 にまつわる神々
岩見神社、一野宮神社、岸神社、金倉神社、
高野八幡神社、奴可神社、爾比都売神社、多加意加美神社、意加美神社 など

（２）イザナミの葬地「比婆之山」、二神の離別 にまつわる神々
熊野神社、比和山八幡神社、比婆山神社、白山神社 など

（３）スサノオの乱暴と「天岩戸」 にまつわる神々
八坂神社、天戸神社、天照真良建雄神社、石神社、掛開神社 など

（４）国譲り、天孫降臨 にまつわる神々
国司神社、杉神社、
蘇羅比古神社、知波夜比古神社、知波夜比売神社、白髭神社、御神神社 など
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３．高天原の神々と備北

◆備北の古社
（１）国生み・神生み、ヒノカグツチの出産とイザナミの死

にまつわる神々

○一野宮神社（西城町大屋）
祭神：オオヤビコ

日本中に木を植えた神を
祀る古社。

３．高天原の神々と備北

◆備北の古社
（１）国生み・神生み、ヒノカグツチの出産とイザナミの死

にまつわる神々

○金倉神社（東城町加谷）
祭神：ヒノカグツチ

イザナミが、火の神（製鉄の神）
ヒノカグツチを出産した場所

ひ ご やま

「火児山」（登ると即死！）
の伝承をもつ古社
ひもとき

（紐解神社）。

金倉神社から猫山、耳木谷山を遥拝
周囲の丘は、すべてカンナ残丘
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３．高天原の神々と備北

◆備北の古社
（１）国生み・神生み、ヒノカグツチの出産とイザナミの死 にまつわる神々

○高野八幡神社（東城町久代）
○奴可神社（東城町小奴可）
祭神：ニビツメ
☆奴可郡式内社☆

土（水銀朱）の神。

○爾比都売神社（西城町西城）
祭神：ハニヤマヒメ、カナヤマヒコ
☆奴可郡式内社☆

ヒノカグツチを産み
やけどを負ったイザナミが
亡くなる時に生んだ、
土の神、鉄の神。

爾比都売神社（西城町西城）
高野八幡神社
（爾比ノ宮。東城町久代）

高野権現山付近からの眺め（東城町久代）

奴可神社（東城町小奴可）
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３．高天原の神々と備北

◆備北の古社
（１）国生み・神生み、ヒノカグツチの出産とイザナミの死 にまつわる神々

○多加意加美神社（口和町向泉）

○本宮神社（口和町宮内）
祭神：タカオカミ
☆恵蘇郡式内社☆

恵みの雨をもたらす、竜神タカオカミを祀る古社。
イザナキに切られたヒノカグツチから成り出でたとも伝わる。

○意加美神社（総領町稲草）
祭神：タカオカミ
☆甲奴郡式内社☆

多加意加美神社（口和町向泉） 八国見山（口和町宮内）

本宮神社（口和町宮内）
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意加美神社（総領町稲草）

３．高天原の神々と備北

◆備北の古社
（２）イザナミの葬地「比婆之山」、二神の離別 にまつわる神々

○熊野神社（西城町熊野）
○比和山八幡神社（比和町比和）

○比婆山神社（比和町三河内）
祭神：イザナミ ほか

国土を生み、
神々を生んだ
日本誕生の女神
を祀る、古社群。
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３．高天原の神々と備北

◆備北の古社
（２）イザナミの葬地「比婆之山」、二神の離別

熊野神社（西城町熊野）
境内の「神ノ蔵」と二ノ宮

熊野神社の老杉

比和山八幡神社
（比和町比和）

３．高天原の神々と備北

◆備北の古社
（２）イザナミの葬地「比婆之山」、二神の離別 にまつわる神々
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比婆山神社
（比和町三河内）

３．高天原の神々と備北

◆備北の古社
（２）イザナミの葬地「比婆之山」、二神の離別 にまつわる神々

３．高天原の神々と備北

◆備北の古社
（３）スサノオの乱暴と「天岩戸」 にまつわる神々

○天戸神社（西城町大佐）
祭神：アマノタジカラオ

天の岩戸をこじ開けた
高天原一の力の神
を祀る古社。
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３．高天原の神々と備北

◆備北の古社
（３）スサノオの乱暴と「天岩戸」 にまつわる神々

○天照真良建雄神社（東城町内堀）
祭神：アマノタジカラオ
高天原一の力の神。

祭神：アマノウズメ

高天原一の踊りの女神。

☆ 9世紀の「日本三代実録」
記載社に比定☆

３．高天原の神々と備北

◆備北の古社
（４）国譲り、天孫降臨 にまつわる神々

○蘇羅比古神社（庄原市本村町）
祭神：ヒコホホデミ
祭神：カムヤマトイワレヒコ
☆三上郡式内社☆
ヒコホホデミは、天孫ニニギの御子神、「山幸彦」。「虚空津日高」、「火遠理命」。
その孫カムヤマトイワレヒコは、大和入りを果たした初代天皇＝「神武」。

○知波夜比古神社（三次市高杉町）
○知波夜比古神社（同、三良坂町）
祭神：ヒコホホデミ など
☆三谿郡式内社☆
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蘇羅比古神社（本村町）

権現山（本村町）

平城宮木簡
（天平18年：746年）

３．高天原の神々と備北

◆備北の古社
（４）国譲り、天孫降臨 にまつわる神々

知波夜比古神社（三次市高杉町）

知波夜比古神社から
「浄楽寺・七つ塚古墳群」（国史跡）を望む

全国最大級という「三間社」
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３．高天原の神々と備北

◆備北の古社
（４）国譲り、天孫降臨 にまつわる神々

足留神社（廻神）

３．高天原の神々と備北

◆備北の古社
（４）国譲り、天孫降臨 にまつわる神々

「御手洗池」

「烏帽子掛の岩」
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４．神話と考古学の接点を探る

◆最近の考古学で分かってきたこと ①

「四隅突出型墳丘墓」

四隅突出型墳丘墓の誕生とその展開
（島根県立古代出雲歴史博物館2007『弥生王墓誕生 出雲に王が誕生したとき』をもとに作成）
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４．神話と考古学の接点を探る

◆最近の考古学で分かってきたこと ②

「塩町式土器文化圏」

４．神話と考古学の接点を探る

◆最近の考古学で分かってきたこと ②

塩町式土器（庄原市和田原Ｄ地点遺跡）
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塩町式土器とその分布
（稲村2005「弥生時代」『庄原市の歴史』通史編をもとに作成）佐田谷３号墓（高町）出土 注口付き脚台付鉢形土器

４．神話と考古学の接点を探る

◆最近の考古学で分かってきたこと ②

国竹遺跡（田中義昭・石田為成2000「島根県横田町国竹遺跡出土の鉄斧について」『島根考古学会誌』第17集）

板状鉄斧

塩町式脚台付鉢形土器
北部九州の壺形土器

塩町式甕形土器

塩町式高坏形土器

塩町式壺形土器
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４．神話と考古学の接点を探る

◆最近の考古学で分かってきたこと ②

土器片発見地点

この部分に相当

熊野神社境内遺跡（平成31年４月27日発見）

○参考資料

和田原B地点遺跡（庄原市新庄町）

の弥生時代中期後半の甕形土器

（出典：財団法人広島県埋蔵文化財調査

センター1988『和田原遺跡』）

国竹遺跡

代山遺跡

和田原遺跡群

熊野神社境内遺跡
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４．神話と考古学の接点を探る

◆深まる疑問。ようこそ、「比婆山学」へ。

鳥上山と、鳥尾頭

出雲と、「 ？ 」

乱暴狼藉の末、
高天原を追われた
スサノオノミコトは

斐の川上、
「鳥髪」の地に

降り立った。
（『古事記』）
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弥生時代、出雲の人々は、
比婆山の向こうの私たちの土地を、

どう呼んだのだろうか？

御
陵

弥生時代、この地の人々は、
自分たちの暮らす土地を、

どう呼んだのだろうか？

59

60



31

４．神話と考古学の接点を探る

①備北の地に、今なお片鱗を残す
“高天原の神々”の物語（の原形）は、
弥生時代の遠い記憶なのか？

②熊野神社境内遺跡の弥生土器は、
何を物語るのか？

◆深まる疑問。ようこそ、「比婆山学」へ。

謎解きの主役は、あなた。

ご清聴ありがとうございました。
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